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１．研究計画の概要
本研究は、日本の学術・文化の形成を、中

国の学術・文化、特に漢籍の受容と、その日
本における変容、展開という面から捉えよう
とするものである。具体的には、奈良末・平
安初期の興福寺僧善珠が撰述した仏典注釈
書を研究対象の中心として、その漢籍引用部
分を整理し、そこに存する佚文を輯集すると
ともに、日本、そして東アジアに共有された
漢字漢文文化の特質と本質を明らかにする
ための新たな手がかりを築くことを目指し
ている。具体的には、以下の 4 点を柱とする。
（１）善珠撰『成唯識論述記序釈』及び『因
明論疏明灯抄』の伝存諸本を調査し、本文を
校訂、整理する。
（２）善珠撰述書から抽出した漢籍引用文の
うち、特に佚文、異文部分を明らかにし、問
題と意義を整理する。
（３）善珠撰述書における漢籍の引用文を
「資料集成」としてまとめ公開する。
（４）整理した資料をデータベース化する。

２．研究の進捗状況
（１）善珠撰『成唯識論述記序釈』の版本及
び東大寺図書館所蔵の写本の複写資料、『因
明論疏明灯抄』の興福寺所蔵写本の複写資料
を入手し、『成唯識論述記序釈』については
全体、『因明論疏明灯抄』については漢籍引
用部分を中心として、大正新脩大蔵経所収の
活字テキストとの本文対校、校訂を進めた。
（２）『成唯識論述記序釈』及び『因明論疏
明灯抄』の漢籍引用部分について、その出典
典拠を明らかにするとともに、佚文、異文を
整理抽出する作業を行った。すなわち、梁・
顧野王『玉篇』などの佚書からの引用文（佚
文）について、写本資料によって新たに見出

された佚文に特に注意をはらいながら、佚文
輯集を進めた。また、出典が明らかな場合に
は、現在伝存する当該テキストとの異同の有
無を調査した。合わせて、奈良・平安初期当
時、いかなる漢籍がいかに利用されていたか、
当時使用されていたテキストや学問の状況
等について検討、考察を行った。
（３）以上述べた諸本研究及び佚文、異文の
輯集と研究は、最終的に電子資料としてとり
まとめ蓄積保存している。
（４）以上の研究と合わせて、善珠以外の奈
良・平安期の仏典をはじめとする注釈書類に
も視野を広げ、同じく諸本の調査、複写資料
などの収集、漢籍引用部分における佚文、異
文を中心とした整理、研究を行っている。こ
れは、古代日本の漢籍受容の全体像を把握す
るためにも必須の作業であり、翻って善珠撰
述の注釈書の学術文化史における位置付け
をも明らかにすることにつながるものであ
る。

３．現在までの達成度
② 主たる研究対象として掲げた『成唯識論
述記序釈』と『因明論疏明灯抄』については、
現在伝存する写本等の諸本を直接に調査し、
テキスト研究に必要となる基本的環境を整
えた上で、本文校訂や漢籍佚文、異文の輯集
作業を進めている。また、研究の過程におい
て、従来整理あるいは指摘されることのなか
った当該資料の意義も既に少なからず見出
され、国内外において学会口頭発表や論文発
表を重ねている。研究の成果発表の方法とし
ての資料集成やデータベースの作成につい
ても、その基盤となる資料整理、電子資料化
は一定程度進んでいる。
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４．今後の研究の推進方策
（１）引き続き『成唯識論述記序釈』と『因
明論疏明灯抄』の本文校訂と漢籍佚文の輯集、
異文の整理、確認を進めるとともに、成果公
開にむけてデータの作成を行う。
（２）善珠撰述の上記以外の注釈書や具平親
王『弘決外典鈔』等、密接に関連する資料に
ついても引き続き調査、研究、考察を行い、
漢籍の引用を多数含む日本伝存典籍につい
て総体的に見渡すべく作業を進める。
（３）資料集成やデータベースの作成につい
ては、（１）にあげた本来の計画を主軸とし
つつ進めるとともに、（２）に述べた関連資
料についても効果的に取り入れることがで
きるよう具体的方法を検討していきたい。
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渡る天台文化』（勉誠出版） ⅳ.無 ⅴ.-
ⅵ.2008 ⅶ.49-80
（７）ⅰ.河野貴美子 ⅱ. 渤海使と平安時代
の宮廷文学 ⅲ. 仁平道明編『平安文学と隣
接諸学５ 王朝文学と東アジアの宮廷文学』
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（３）ⅰ.河野貴美子 ⅱ. 中国古典籍研究
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ⅳ.2010.10.09 ⅴ.広島大学
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みる「漢字学」―湛然撰『止観輔行伝弘決』
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書籍へ― ⅳ. 2010.09.11 ⅴ.中国・鄭州
大学
（５）ⅰ.河野貴美子 ⅱ. 孝をめぐる言説
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年度豪州日本研究大会・日本語教育国際研究
大会（JSAA-ICJLE2009） ⅳ.2009.07.13
ⅴ.オーストラリア・ニューサウスウェール
ズ州立美術館
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シンポジウム「東アジアの文化遺産―その普
遍性と独自性―」 ⅳ.2009.05.10 ⅴ.ア
メリカ・コロンビア大学バーナード学院
（７）ⅰ.河野貴美子 ⅱ. 具平親王『弘決外
典鈔』の方法 ⅲ. 浙江工商大学日本文化研
究所・早稲田大学日本宗教文化研究所主催第
三回共同シンポジウム「海を渡る天台文化」
ⅳ.2008.05.31 ⅴ.中国・天台賓館


